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Currently, in Japan, many kinds of electronic devices using various advanced 
technologies are developed, produced and distributed to consumers, and some of 
the devices are indispensable goods in everyday life. Then, in this paper, Product 
Life Cycle (hereafter PLC) of electronic devices is handled and some methods are 
developed to analyze the growth, decline, and change of generation.  
Among the electronic devices, mobile phones and smartphones are selected, and 
the “market growth” is analyzed. Then, it is shown that the subscribership of mo-
bile phones can be approximated by a logistic curve or a nonlinear regression equa-
tion. The subscribership has steadily increased from starting of the sales, however 
the number of new subscribers by year has been declined with the passage of time 
and the market reaches saturation in the end.  
Such the saturation of market could be considered to be "change of generation." 
In case of the mobile phones, they are replaced with the next generation, i.e. smart 
phones, which have more kinds of functions and superior functional specification 
than mobile phones. In the analysis of the change of generations, it is evaluated if 
some relationship exists between sales decline of a current product and sales in-
crease of the new product. When a decrease in sales amount from its peak value of 
the current product is called "decline amount", it is shown that the decline amount 
of cellular phones can be formulated with sales increase of smart phones and in Ja-
pan. In addition to mobile phones, the approach is applied to fixed phones, cameras, 
and game consoles.  
From the analysis of change of generation, it is revealed that there are three tar-
gets in the generation change; to differentiate the devices from ones by other com-
panies, to accelerate intentionally the generation change, and to stimulate prefer-
ences and sensitivity of consumers. Thereby, the analysis of “emotional consump-
tion” has become important. The emotional consumption means a purchasing ac-
tivity based on consumer's preferences and sensibilities (likes and dislikes), where-
as a purchasing activity based on cost and functions are called regular consumption 
in the paper. Some of game consoles and smart phones seem to be purchased in 
emotional consumption. In PLC analysis, the Bass model is often used, however, in 
emotional consumption the Bass model does not always hold and then new model 
is proposed, where “embedded innovators” and “embedded imitators” are intro-
duced instead of “innovators” and “imitators” of the Bass model.  
In this research, two methods are newly proposed. The one is the method to ana-
lyze the change of generation, and the other one is the method to analyze the PLC 
in which the Bass model does not hold. Both methods are useful for forecasting the 
sales volume of new products and for developing sales strategy of product. 
The structure of this paper is as follows. 
Chapter 1 "Introduction" describes the purpose, background, and how to make 
the research. 
Chapter 2 "Analysis of Market Growth" conducts both a nonlinear regression 
and an approximate expression on the market growth of mobile phones and smart 
phones in Japan and overseas. The analysis is also applied to FTTH technology 
which is the representative technology of Internet. 
Chapter 3 "Analysis of Generation Change" clarifies the relation between a de-
cline amount of the current product and a sales increase of the next product. The 
change of generation from a fixed phone to a mobile phone is described, and fur-
ther generation changes among various mobile phones are also formulated and an-
alyzed. 
Chapter 4 "Analysis of Emotional Consumption" proposes a new model using the 
embedded innovators and the embedded imitators for the case that the Bass model 
does not hold. The game consoles and smartphones are described as representative 
devices of emotional consumption.  
 Chapter 5 "Conclusions" summarize the results of this research, and at the same 
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表２３ Bass モデルが成立しない PLC を持つスマートフォンと 
ゲーム機のイノベーター係数(p)とイミテーター係数(q) ・・・・・・・・・・  ５1 
表２４ 企業 C モデル 33 のアンケート調査結果から類推されるイノベーター 
比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ５３ 
表２５ 企業 C モデル 34 のアンケート調査結果から類推されるイノベーター 
比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ５３ 
表２６ C 社６モデルの潜在イノベーター数とイミテーター数 ・・・・・・・・・・   ６４ 





































る。感性消費製品のプロダクトライフサイクル(Product Life Cycle，以降 PLC と記
す)データを活用し，Bass モデル[５]に沿って分析していく。ただし，感性消費製




























































の PLC 分析や各社の製品ごとの個別製品 PLC 分析がある。本研究では，これら
































げる。感性消費の個々の製品の PLC 分析では，Bass モデルが成り立たず，イノ
ベーター数やイミテーター数が計算できないことがある。そのような PLC では，複
数個の製品の PLC から Bass モデルが成り立つか判断して，各 PLC の潜在イノ
ベーター数や潜在イミテーター数を比例配分する。このようにして，潜在イノベー






























































2-1-1 日本国内の携帯電話の市場成長の背景  
日本経済は，1990 年代にバブル経済が弾けて低成長になり，一旦は，2000 年
































うこととする。                                 
2-1-2 日本経済の成長率と携帯電話の契約数 
携帯電話は 1987 年にサービスが開始され， (社)電気通信事業者協会[３０]に
よると，ポケットベル，データ通信カード，PHS を含む携帯電話の契約数は，図２
のように伸びている。また，図２中には，名目 GDP[３１]も示す。GDP が 1996 年か
ら 2010 年まで低迷が続く中，携帯電話等の契約数が大きく伸びていることが分か
る。携帯電話の増加率を図３に示す。図３のように携帯電話契約数の対前年増加








































































られる。これは 2000 年から 2010 年のデータから最小 2 乗法で得たものである。
変数 x は，年数を表す変数で，2000 年が x=1，2001 年が x=2 であり，順次増えて
























































































決定係数が 0.9952，t 値が-43.4，P 値が 121014.9  であった。 
 





系である CPU，大容量メモリで構成され，これらの CPU やメモリは，最先端半導体
技術を活用した電子回路・LSI の集大成である。中でも，低消費電力で高機能な
CPU や記憶を司る大容量のメモリである DRAM（Direct Randam Access Memory）
がメインとなる構成である。従って，高機能になっていく携帯電話を支える CPU と
DRAM のコスト評価を行って，携帯電話契約数との関係を分析していく。 
ＣPU の評価として，パソコンで使用する汎用 CPU の MIPS 値（機能評価の指標
の一つである演算負荷を与えた時の処理速度を指標としているもの）と，その
CPU の市場価格（相場）から，1，000 円で購入できる MIPS 値として，携帯電話契
約数増加の要因分析を行う。また，DRAM については，容量別の DRAM 価格が，
市場価格（相場）として把握できるため，1，000 円で購入できる容量を Mbit 数とし
て，携帯電話契約数増加の要因分析を行う。CPU も DRAM も，評価する性能が
指数関数に従うほどに向上したため，常用対数をとって，要因分析する。図５に携
帯電話契約数と MIPS 値・DRAM 容量の散布図を示す。なお，CPU や DRAM の
価格は，日本経済新聞の商品相場から年度平均の価格を計算して利用した。図






t値 P-値 t値 P-値
1996-2008 0.9885 0.9772 1.9681 0.07739 4.694 0.00085















図５ CPU の指標(常用対数)と DRAM 容量の指標(常用対数)と 
携帯電話契約数の散布図 
 
表 1 ハードウエア環境の期間別重回帰分析結果 
 
表１の結果では，1996 年から 2008 年までの方が強い相関関係にあるが，2010
年までになると別な要素により半導体との相関が崩れてくる。 
 次に 1996 年から 2010 年のデータから携帯電話契約数との回帰分析を行うが，
ファラーとグラウバーの多重共線性評価方法(例えば[３２])によると CPU 評価指標
と DRAM 評価指標は多重共線性が認められ，重回帰分析の結果をそのまま受け
入れることができない。そこで，主成分分析を行い，CPU 評価指標 x1 と DRAM 評





21 0.7218+0.6920= xxp                                          (2) 
 
第１主成分の式(２)の寄与率を計算すると 0.9792 であり，携帯電話契約数の成
長への影響は第１主成分で決まっている。式(２)の第 2 項の係数が第 1 項の係数
よりも大きいので，DRAM 評価指標の方が若干 CPU 評価指標よりも寄与している
ことが分かる。携帯電話契約数と合成変量との散布図を図６に示す。上記に求め
た合成変量を用いて携帯電話契約数について単回帰分析すると，相関係数が








図６ CPU・DRAM 合成変量(常用対数)と携帯電話契約数の散布図 
 
以上，半導体の指標から携帯電話契約数を分析してきた。その結果，携帯電




2-1-4 社会環境  





















社会環境項目 重相関係数 相関係数(重相関係数) 決定係数 t値 P-値
名目GDP 0.6889 0.6889 0.4746 -3.427 0.0045
実質GDP 0.8497 0.8497 0.722 5.811 0.00006
世帯総数(*) 0.9841 0.9841 0.9685 9.607 0.002393

















































2-1-5 携帯電話を活用した消費形態  










































項目 相関係数 決定係数 t値 P値
通信販売系 0.9065 0.8219 6.075 0.0003
サービス系 0.9355 0.8752 7.491 0.00007
トランザクション系 0.9204 0.8472 6.660 0.00016
モバイルコマース市場合計 0.9227 0.8514 6.769 0.00014
項目 相関係数 決定係数 t値 P値
音楽配信 0.9690 0.9389 12.41 0.0000
ゲーム 0.9256 0.8567 7.731 0.0000
電子書籍 0.8132 0.6613 3.697 0.0077































携帯電話契約数のデータと，2-1-5 項に記載したモバイルコマースの 2010 年
売上高（通信販売系市場 4392 億円，サービス系市場 4109 億円，トランザクション




系市場が立ち上がった 2002 年以降とする。x1 を通信販売系市場売上高，x2 をサ
ービス系市場売上高，x3 をトランザクション系市場売上高，x4 をモバイルコンテン
ツ市場全体の売上高を表すものとする。主成分分析の結果，第 1 主成分の合成
変量 p は式(3)のように得られ，その寄与率は 0.9852 であった。寄与率が 0.9852
と高いので第１主成分のみを採用する。 
 












項目 相関係数 決定係数 t値 P値















の合成変量 p(z)は式(４)となり，第１主成分の寄与率は，0.9916 であった。 
 




















は k の初期推定値から，手順 1 で得た線型回帰モデルを用いて回帰分
析し，α，β の初期値と，決定係数，相関係数を得る。 
手順 3：この初期推定値 k を出発点に， ある幅の数値 Δk をプラスまたはマイナス




kn=1.405 が得られた。そして，k の値を，1.30 から 1.65 まで，0.05 きざみでと変化さ
せ，α，β，決定係数，相関係数を計算した。その結果を，表７に示す。  
 






















k値 決定係数 相関係数 k値 決定係数 相関係数
1.30 0.9568 0.9781 1.50 0.9763 0.9881
1.35 0.9674 0.9836 1.55 0.9759 0.9879
1.40 0.9726 0.9862 1.60 0.9755 0.9877





















の予測値を求め，その数値を式(6)に代入して 2011 年，2012 年，2013 年の携帯
電話契約数の予測値を得る。 
2000 年から 2010 年までのモバイルコンテンツ市場全体の売上高から，年を i
で表したときの同売上高の近似式は式(7)となる。ただし，i=1 は 2000 年を，i=11
は 2010 年を表す。 
 







表８ 2002 年から 2010 年までのｚ１とｚ2 の回帰分析結果 
 
 











z 2係数 相関係数 決定係数 t値 P値




































2-1-8  国内携帯電話契約数分析のまとめ 








項目 2011年 2012年 2013年
携帯電話契約数累計(実績) 1.329 1.412 (1.366)
非線型回帰分析式(6)予測 1.265 1.322 1.376

































図 1３ 日本と比較した世界４か国の携帯電話契約件数 
 
図１３では，2010 年には米国と日本の携帯電話契約件数は伸び悩んでいる。
米国の人口は約 3 億人で，日本は約 1 億 2000 万人であるので，携帯電話は，１
人１台の状況になっている。一方，インドと中国は，顕著な市場の成長を示してい
る。中国について取り上げ，図１３のデータに関して回帰分析する。中国の契約
件数を y とし，契約年を i とすると，式(９)を得ることができる。ここで，２００３年から
２０１０年をそれぞれ𝑖 = 1,2, … ,8 で表す。  
  























































                                 (１０) 
 










































































































































































































そこで大量データが送信できる ADSL(Asymmetric Digital Subscriber Line)等を活
用したインターネットが標準化され，活用されるに至った。近年では，大量な画像
伝送に適する光ケーブルを用いた光通信 FTTH(Fiber To The Home)や 高速無
線 LAN，特に LTE(Long Term Evolution)が導入されてきている。ブロードバンド
全体の動向を図２０に示す。 図２０中の DSL (Digital Subscriber Line，以降 DSL
と称する)は，ADSL を含んだ総称であるが，衰退状態で，高速通信を可能にす





































FTTH の普及過程を Bass モデルで分析する。FTTH の年契約数データは，総
務省発行の平成２０，２２，２４，２７年度の情報通信白書[４０]に依る。また，年別の
契約数は，2002 年から 2008 年までは年末の契約数であり，2009 年から 2014 年
まで年度契約数のデータになっている。図２１に Bass モデル分析によって契約数
を予測した結果と，実際の年契約数を示す。また，イノベーター数とイミテーター






を年とし 2002 年から 2014 年を i=1,...,13 とする。 
 





































































































































































































図 26 固定電話契約数推移とピーク値からの減少量 
         データ出典先：総務省平成 24 年度情報通信白書[４０] 
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データ出典先：総務省平成 24 年度情報通信白書[４０] 
 
 
固定電話契約数の衰退量(百万件) y1，携帯電話契約数(百万件)を x1 で表すと，
回帰式は式(17)で示される。 
 
                                              (１７) 
 
  なお，携帯電話契約数の他に，IP電話契約数を独立変数とした重回帰分析を
検討したが，携帯電話に対する t 値や P 値がそれぞれ 3.345，0.00583 で，IP 電
話に対する t 値と P 値がそれぞれ 3.893，0.001816 であった。これは，携帯電話契
約数の単回帰分析の t 値や P 値より悪い組み合わせ(文献[３５])になっている。 
 手順４として式(１７)の回帰式の評価・確認を行う。上記回帰式のデータは，
2010 年度までのものであった。2011 年度の携帯電話契約数は，132.8(百万
相関係数 決定係数 項目 
0.9544 0.9110 携帯電話契約数 11.08 
t 値 P値 
1.17E-07 





































活用機能 ○ ○ ○
デジタルカメラ CMOSセンサー ○ ○ ○
高画質再生 高精細液晶 ○×○








































      データ出典先：(株)MM 総研 2013 年度発表資料[３８] 
 
 
                                               (1８) 
 
 携帯電話販売台数の衰退量についてスマートフォンの販売台数による回帰分





重回帰分析を行ったが，スマートフォンの t 値や P 値がそれぞれ 4.139, 0.05372
で，タブレットの t 値や P値はそれぞれ，1.482，0.2766であった。これらに比べて，
相関係数 決定係数 項目 t値 P値
0.9796 0.9596 スマートフォン 9.751 0.0006195
6337.08210.0 22  xy
 40 
 









析した結果を表１５に示す。相関係数や決定係数，t 値や P 値も相関性が高く信
頼性の良い数値を得ている。この分析結果の回帰式を式（１９）に示す。ここで銀
塩カメラ販売台数の衰退量を y1 とし，デジタルカメラの販売台数を x1 としている。 
 
1705.04952.0 11  xy                             （１９） 
 
式（１９）を図２９中に示す。2007 年のデジタルカメラ販売台数は 11 百万台で，
銀塩カメラ販売台数衰退量の回帰式に代入すると，回帰式の計算値は 5.618 百
万台になり，銀塩カメラの販売台数衰退量の実績値，5.248 百万台とほぼ一致す


















6337.08210.0 22  xy
1997年～2010年 2008年～2013年
相関係数 決定係数 項目 t値 P値











の衰退量 y2 とし，スマートフォンの販売台数 x2 とし，回帰分析を行う。その結果，
式（１９）と表１６の結果を得る。 
 







相関係数が 0.8582，決定係数が 0.7365 となる。表１６の結果の回帰式を，前頁の
















1705.04952.0 11  xy 3036.009578.0 22  xy
相関係数 決定係数 項目 t値 P値






















期間 相関係数 決定係数 項目 t値 P値 
























x : 販売台数 
据置型ゲーム機 
y : 販売 台数衰退量 
単位：百万台 
8930 . 0 06930 . 0   x y 
2008 年～ 2013 年 
期間 相関係数 決定係数 項目 t値 P値



































No. 項目 衰退量予測値 衰退量実績値 予測/実績（％）
固定電話契約数衰退量回帰式 2011年 2011年
y =0.3691x17.54 31.48 31.5
銀塩カメラ販売台数衰退量回帰式 2008年 2008年


















電話契約数は約 120 百万件である。この値を回帰式に代入すると 2010 年の固定
電話契約数衰退量として 26.75 百万件を得る。この値は，実際の同衰退量 32 百
万件で計算値/実績値を算出すると 83.59％になり，この回帰式が，固定電話契
約数衰退量の携帯電話契約数による近似式の一つとして利用することができる。 

















































































3 据置型ゲーム機販売台数衰退量 2.944 3.293 89.40%










 独立変数とするスマートフォンの販売台数は 2013 年で 29.60 百万台であり，こ
れによる各種衰退量の計算値を回帰式より求め，表２１中に示す。また，比較のた
めに，表２１には各種衰退量の実績値も示した。携帯電話販売台数衰退量の計




は 4.327 百万台(計算値/実績値 72.54%)，据置型ゲーム機販売台数衰退量の計
算値は 2.944 百万台で実績値は 3.293 百万台(計算値/実績値 89.40%)，電子辞




携帯電話販売台数は 2008 年ピーク時に 34.79 百万台で 2013 年時に 7.5 百万台，
レンズ一体型デジタルカメラ販売台数は 2007 年ピーク時に 9.922 百万台で 2013
年時に 5.595 百万台，据置型ゲーム機販売台数は 2007 年ピーク時に 5.094 百万
台で 2013 年時に 1.801 百万台，電子辞書販売台数は 2007 年ピーク時に 2.805
百万台で 2013 年時に 1.510 百万台であり，市場規模の多寡と回帰式の x の係数
の多寡は，ほぼ一致している。 
 



























（１） 固定電話契約件数衰退量 y1 が，携帯電話契約件数 x1 により 
17.54 － 0.3691x = y 11 と表すことができ，携帯電話に世代交代している。また，
携帯電話販売台数衰退量 y2 は，スマートフォン販売台数 x2 により， 
0.6337- 0.8210x = y 22 と表すことができ，スマートフォンに世代交代してい
る。 
（２） 銀塩カメラ販売台数衰退量 y が，デジタルカメラ販売台数 x により，
1705.04952.0  xy と表すことができ，デジタルカメラに世代交代している。 
また，レンズ一体型デジタルカメラ販売台数衰退量 y がスマートフォン販売台




（３） 据置型家庭用ゲーム機販売台数衰退量 y が，スマートフォン販売台数 x
により， 8930.006930.0  xy と表され，スマートフォンに世代交代している。
また，電子辞書販売台数衰退量 y が，スマートフォン販売台数 x として，










ループに入るものである。ゲーム機では，企業 A 社は，2001 年から 2013 年まで，
6 モデル製品展開している。競争相手の企業 B 社の 2004 年から 2014 年まで，4
モデルの製品展開数と比べて多い製品展開数である。また，スマートフォンを販



























感性消費対象品の個別製品の PLC は，Bass モデル特有のイノベーター係数
やイミテーター係数，あるいは年度途中のイノベーター数やイミテーター数が負に
なり，Bass モデルが成り立たないことがある。しかしながら，個別製品の PLC を統













表２２ Bass モデルが成り立つゲーム機のイノベーター係数(p)と 
イミテーター係数(q) 
*) 企業 A・B 社のゲーム機販売台数に対する Bass モデルによる 
 分析結果。引用データは，Ａ社株主総会報告資料[４５], ファミ 
通.com の B 社販売台数資料 [４３] 
 
表２３ Bass モデルが成立しない PLC を持つスマートフォンと 
ゲーム機のイノベーター係数(p)とイミテーター係数(q) 
 
*) 数年分のイミテーター数が負の数値で Bass モデルが成立しない。 




 4-2 節で記したように，表２３のスマートフォンのモデル 33 とモデル 34 は，Bass
モデルが成立しない。しかし，これらのモデルについては購入者及び購入希望者
企業 モデル名称 販売初年度 p q
 モデル 31 2008 0.01165 -0.7328
モデル 32 2009 0.02776 -0.7204
モデル 33 2010 0.008920 -0.5957
モデル 34 2011 0.01807 -0.6100
モデル 13 2001 0.15730 0.6339*
モデル 14 2005 0.01117 0.6208*
モデル 15 2007 0.0004388 -0.2110
モデル 16 2013 0.0002643 -0.2128
スマートフォン 企業 C**
ゲーム機 企業 A
企業 モデル名称 販売初年度 p q
モデル 11 2001 0.3698 0.1761
モデル 12 2011 0.1346 1.060
モデル 21 2004 0.05956 0.5178
モデル 22 2006 0.06531 0.4878







企業 C のモデル 33 のアンケート[４６]は，モデル 33 が 2010 年発売でその年
の 6/11-6/14 の間に，男性 300 人，女性 300 人のモニタに対して，モデル 33 の
魅力について複数回答有りで調査したものがある。回答項目のうちイノベーター
が回答したと考えられるものを判断し，イノベーター比率として表２６に示した。同
じく，企業 C のモデル 34 のアンケート調査結果[４７]があるので，回答項目から，
イノベーターが回答したと考えられるものを判断し，イノベーターの回答比率を表
２７に示す。そのアンケートは，「どうしてモデル 34 を選択したか」の問いに対して
買い替えを検討している約 9,000 人(有効回答者数)を対象としたものである。 
表２４と表２５の調査結果は，Bass モデルが成立しない PLC を持つスマートフォ
ンのモデル 33 とモデル 34 に対して，イノベーターが存在していることを示しており，
また同時に，イミテーターも存在していることも示している。 
 















































































合 PLC について Bass モデル分析し，その結果を個々の製品 PLC の分析に活用
する方法である。分析方法の手順を纏めた図３５に沿って，下記に具体的な分析
方法を示す。 
(手順 1 ) 感性消費の個々の製品について販売台数推移データを用いて Bass モ
デルの成立の有無を調べる。 
 































数や売上高を PLC 分析のデータとして整理しておく。これらの PLC データに対し
てBassモデル分析を行い，Bassモデル分析が成立する製品と，Bassモデル成立
しない製品に選別しておく。 
(手順 2 ) 対象製品グループに属する全製品の PLC データを足し合わせた統合
PLC データを算出し，対象製品グループに対する Bass モデル分析を行い，イノ
ベーター数とイミテーター数を求める。 
 Bass モデルが成立する製品の PLC データと Bass モデルが成立しない製品の
PLC データを加えた PLC データを算出する。算出した PLC データが示す PLC を
統合 PLC と記すことにする。統合 PLC を Bass モデル分析し，イノベーター数やイ
ミテーター数を算出し，Bass モデルが成立することを確認する。 
 対象製品グループの中で市場に i 番目(i=1, 2, …,l)にリリースされた製品を Pi
として表し，ｔ年の製品 Pi の販売台数を s(i,t), (i=1, 2, …, l, t =tFi, tFi +1, …, tLi)で






t =1,2, …                        (２２) 
 
統合 PLC データに対して Bass モデルが成り立つ場合，Bass モデル分析により
イノベーター数とイミテーター数が計算でき， それぞれを Nn(t) と Nm(t)で
表す。この時，総販売台数 S(t)は，両者の和で与えられ，式(２３)となる。 
 


















 Bass モデルが成り立たない製品がリリースされる順番を J 番目であると記す。そ
して製品 Pj (j=1, 2, …,J,… l)の t 年における潜在イノベーター数を n(j,t)，潜在イ
ミテーター数を m(j,t)で表すこととする。以下に，手順 2 で計算したイノベータ
ー数から，各々の製品の潜在イノベーター数と潜在イミテーター数の求め方を述
べる。 
(手順 3-1 ) 販売初年度である製品の計算の取扱い 
(手順 3-1-1 ) 発売初年度の販売台数(s(J, tFJ))が統合 PLC のイノベーター数
(Nn(tFJ))より大きい場合 
 製品 PJの発売初年度 tFJにおける統合 PLC から手順２で計算されたイノ
ベーター数は Nn(tFJ)である。このイノベーター数 Nn(tFJ)が，製品 PJの販売






J)                                     (２４) 
 




m(J,tFJ)  = s(J,t
F






でJ は，製品 PJ に先行して発売され Bass モデルが成立しない各製品に関し，何
番目にリリースされたのかの順序を要素とする集合である。これらの関係を図３６




図３６ s(J,tFJ)  Nn(tFJ)の時の潜在イノベーター数と潜在イミテーター数 
 
 (手順 3-1-2) 販売初年度の販売台数 s(J,tFJ)がイノベーター数 Nn(tFJ)より小さい
場合 
製品 PJの発売初年度 tFJにおける販売台数 s(J, tFJ)が統合 PLC から求めた






J)                                          (２６) 
 














n(J, tFJ) = Nn(t
F
J)




















図３７ s(J,tFJ) < Nn(tFJ)の場合の潜在イノベーター数と潜在イミテーター数 
 
 統合 PLC から求めたイノベーター数 Nn(tFJ)について，式(２６)のように製品 PJ に
s(J,tFJ)を配分した。このとき，残りのイノベーター数{Nn(tFJ)s(J,tFJ)}は，他の
Bass モデルが成り立たない製品に販売台数に応じて比例配分する。他の製品の
販売台数は，s(J1,tFJ), s(J2,tFJ), …, s(1,tFJ)で表せられる。ここでJ を前頁と同じ
く，製品 PJ に先行して発表され Bass モデルが成立しない製品がリリースされる順
番を要素とする集合とする。このとき，ある製品 PJ の(j J)の販売台数 s(j,tFJ)の






J)s(J,tFJ)} /   s(j,tFJ)      j J     (28) 
 










































 以上の式(２６)～式(２９)の関係を図３６に示す。なお，図３６は，J-1 番目と J-2
番目の製品が共に Bass が成立しない場合について示している。 
 
（手順 3-2） 販売初年度でない製品の計算の取扱い 










 n(ｊ,t) = s(ｊ,t) Nn(t) /   s(ｊ,t)              j J
+
                   (3０) 





m(j,t) = s(ｊ,t)n(ｊ,t)                   j J
+
            (３１) 
 











図３８ t >tFJ の場合の潜在イノベーター数と潜在イミテーター数 
 




として下記の方法を行う。潜在イノベーターを n(i,t)，(i=1, 2, …, l, t =tFi, tFi +1, …, 
tLi)とすると，n(i,t)の年 t を独立変数とする近似式 f(i,t)を回帰分析から求め，t = 
tLi+1 の計算値を f(i,t)から求める。その計算値を f(i,tLi+1)とする。一方，手順１～３
から n(i,t)を求めた方法から，t = tLi+1 の潜在イノベーターn(i,tLi+1 )を求める。そし



































 日本国内の 2001 年から 2015 年に発売されたＡ社の６種類の製品モデルに 4-4 
の分析方法を適用する。その製品モデルの中で，Bass モデルが成立するものが
表２2 のモデル 11 と 12 であること，Bass モデルが成立しないものを表 23 に記載
されているモデル 13～16 であることを確認する。 
（手順２） 
 ６つのモデル(モデル 11～16)の販売台数の合計を計算し Bass モデル分析する。
販売台数のデータは，企業報告のものを用いる[４５]。この時のイノベーター係数 
p は 0.03469, イミテーター係数 q は 0.2461 である。 
(手順３) 
 Bass モデルが成り立たないモデル 13,14,15,16 の潜在イノベーター数や潜在イ





























図４０ A 社モデル 15 の潜在イノベーター数と潜在イミテーター数 
 
(手順４) 
例として，モデル 15 を取り上げる。f(x) (万台)をモデル 15 の潜在イノベータ





式(33)に x = 8 (2014)を代入すると， f(8) = 0.08026 (万台)となる。一方，2001
年から 2014 年までの販売台数総計を Bass モデル分析すると，モデル 15 の





日本国内で 2008 年から 2013 年に発売された C 社スマートフォンの新規モデ
ルに 4-4 節の分析方法を適用する。そのうちのモデル 31～34 について Bass モ






C 社のモデル 31～34 の PLC データに，モデル 35，36 の PLC データを加算し
て統合 PLC データとし Bass モデル分析する。その結果，イノベーター係数 p は 






表２６ C 社６モデルの潜在イノベーター数とイミテーター数 
*) Nn(t): イノベーター数, Nm(t): イミテーター数, S(t): ６モデルの販売台数総計,  
**) n(J,t): 潜在イノベーター数, m(J,t): 潜在イミテーター数, s(J,t): 各々の販売








項目 関数 2008 2009 2010 2011 2012
N n (t )* 1,111 1,098 1,063 994 839
N m (t )* 0 590 2,117 4,871 9,582
S (t )* 610 1,650 3,300 7,400 10,000
モデル 関数 2008 2009 2010 モデル 関数 2009 2010 2011
n (J ,t )** 610 0 0 n (J ,t ) 1098 0 0
m(J ,t )** 0 200 0 m(J ,t ) 352 500 0
s (J ,t )** 610 200 0 s (J ,t ) 1450 500 0
モデル 関数 2010 2011 2012 モデル 関数 2011 2012 2013
n (J ,t ) 1063 0 0 n (J ,t ) 994 0 0
m(J ,t ) 1737 1700 0 m(J ,t ) 4706 3250 0
s (J ,t ) 2800 1700 0 s (J ,t ) 5700 3250 0
モデル 関数 2011 2012 2013 モデル 関数 2011 2012 2013
n (J ,t ) 0 839 0 n (J ,t ) 0 0 630
m(J ,t ) 0 5911 6100 m(J ,t ) 0 0 6170































































図４３ Ｃ社各モデル 32 の潜在イノベーター数と 
潜在イミテーター数 
 
図４４ Ｃ社各モデル 33 の潜在イノベーター数と 
潜在イミテーター数 





































































イノベーター数を示している。2009 年から 2012 年までの販売台数を利用して
2013 年の潜在イノベーター数を予測する。表 28 から，潜在イノベーター数を抜き
出すと表２７になる。 
 
表２７ 2009 年～2012 年の潜在イノベーター数(千台) 
 
表２７の４つの潜在イノベーター数から，潜在イノベーター数の予測式を計算す
る。f (x) を潜在イノベーター数(千台)とし，x を販売年とし，x = 1, 2, 3, 4 は，











10604.6530)( 2  xxxf
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式(34)より，モデル36の 2013年における潜在イノベーター数は， f (5)=637(千台)
である。 
 一方， 2009 年から 2013 年までの販売台数総計から Bass モデル分析し，モデ




4-6 感性消費製品の PLC と Bassモデルが成立しない PLC との関係 
 感性消費製品の特長と Bass モデルの関係を説明する。ゲーム機のＡ社モデル
13～16 や，スマートフォンの C 社モデル 31～34 についての各 PLC は，Bass モ
デルが成立しないことが分かっている。図４６に，A 社のモデル 15 の PLC とイノベ
ーター及びイミテーター係数を，図４７には，C 社モデル 31 の PLC と各係数を示
す。図４６，図４７でイミテーター係数が負であり Bass モデルが成り立っていない。 




























販売台数を分析すると，１年目か 2 年目に購入者が多く，3 年目以降は販売台
数が衰退している。このように発売当初に販売台数が多い製品は，購入者が好き 

















































の PLC を分析するのに有効であることを示した。提案する PLC 分析方法は，Bass
モデルが成り立つ製品と，Bass モデルが成り立たない製品に分けて分析を進め
る。ゲーム機とスマートフォンについて，分析の結果，以下のことが観察された。 
（１） Bass モデルが成り立つ PLC を持つ製品 





（２） Bass モデルが成り立たない PLC を持つ製品 
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